
第 30 回（R04.3.13） 建設業経理士 1 級（原価計算） 超速報 

 

＜模範解答＞   

 

第 1問（各赤字はキーワードです） 

問 1 建設業における原価計算の目的を説明しなさい（300 字） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 ＶＥの内容を説明しなさい（200字） 

 

 

 

 

 

 

 

当日受験生が対応できる範囲 

 

 

 

4 点／10 点 

※模範解答は本試験では対応できる受験生は少ないと思われます。そこで最低限、原価計算

基準の目的を列挙することである程度の得点を積み増すことは可能になります。 

 

 

 

4 点／10 点（傾斜配点込み） 

※ＶＥに関しては 14回第 2問の小問で出題されているが対策をとっている受験生は少ない

と思われる、ＣＭＣの昨日のオンライン合宿に参加された方は最後に軽く話したので上記

内容は書けたのではないかと思われます。上記に加えて原価企画のことも書ければ加点は

あると思います。 

  

建設業における原価計算の目的は大きく①対外的原価計算目的と②対内的原価計算目

的に分かれる。さらに、対外的原価計算目的は財務諸表作成目的、積算のための見積原

価の計算目的、部分原価を算定して関係官公庁への提出書類を作成する目的にわかれ

る。対内的原価計算目的に関しては個別工事の原価管理目的すなわち実行予算管理と

差異分析を行うことがあげられる。また全社的な利益管理の目的も必要であり、そのた

めには短期利益管理および長期利益管理を行う事も重要である。 

ＶＥは価値工学と訳され原価企画における原価削減の手段である。ＶＥは原価低減ツ

ールとして幅広く利用されており、原価企画活動においても重要な位置を占めている。

ＶＥにおいては、価値と機能とコストの観点から定義し、以下のような式で示される。

価値＝機能÷（機能を実現するための）コスト。建設業においては民間工事で適用され

たあと有効性が確認され、公共工事にも導入されている。 

建設業における原価計算の目的は①財務諸表作成目的②原価管理目的③予算管理目的

④経営基本計画作成目的がある。 

ＶＥとはバリューエンジニアリングのことであり、原価低減のツールである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CMC ｼﾐｭﾚｰﾀ ぜひご参加下さい 

↓↓ 2 級受験予定の方にご紹介ください ↓↓ 

https://www.kaikei-soft.net/kensetsu/ken1_pak.html
https://www.kaikei-soft.net/kunren/current.html
https://www.kaikei-soft.net/goukaku_voice.html
https://www.kaikei-soft.net/kensetsu/ken2_pernew.html

